
来住保育所（下来住町）来住保育所（下来住町）

とも
だちいっ

ぱい！うれしいな！とも
だちいっ

ぱい！うれしいな！とも
だちいっ

ぱい！うれしいな！とも
だちいっ

ぱい！うれしいな！

一 般 質 問
・河 島 三 奈　・久 後 淳 司
・富 田 和 也　・髙 坂 純 子
・河 島 信 行　・小林千津子
・平 田 真 実　・椎 屋 邦 隆
・岡 嶋 正 昭　・前 田 光 教
・竹 内 　 修　・藤 原 　 章
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②

小野市議会だより

医　療　分
改正前
8.20
26,000
25,000
12,500
18,750
540,000

改正後
8.30
26,600
25,500
12,750
19,125
580,000

後期高齢者支援分
改正前
2.50
8,000
8,000
4,000
6,000

190,000

改正後
2.60
8,400
8,400
4,200
6,300
変更なし

介　護　分
改正前
2.30
9,000
6,000
─
─

160,000

改正後
2.40
9,400
6,300
─
─

変更なし

所 得 割（％）
均等割※（円）
平等割※（円）
特 定 世 帯
特定継続世帯
限 度 額（円）

〈主な国民健康保険税の改正内容〉

※均等割・平等割について低所得者には軽減措置（７割・５割・２割）あり。
７割軽減：前年の世帯の合計所得≦33万円
５割軽減：前年の世帯の合計所得≦33万円＋（27万円⇒27.5万円×被保険者数）
２割軽減：前年の世帯の合計所得≦33万円＋（48万円⇒49万円×被保険者数）

改正前 改正後

改正前 改正後

小
野
市
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の
指
定

並
び
に
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人

員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
の
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

平
成
30
年
度
か
ら
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の

指
定
権
限
が
都
道
府
県
か
ら
市
町
村
へ
移
譲

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
居
宅
介
護
支
援
等
の

事
業
に
係
る
人
員
や
運
営
な
ど
に
関
す
る
基

準
を
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
な
り
、

そ
の
基
準
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
。
な
お
、

当
該
基
準
に
つ
い
て
、
一
部
独
自
の
基
準
を

設
け
る
ほ
か
は
、
国
の
省
令
（
指
定
居
宅
介

護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
）
で
示
さ
れ
て
い
る
基
準
に
準
じ
た

内
容
と
す
る
。﹇
平
成
30
年
４
月
１
日
施
行
﹈

小
野
市
産
業
立
地
促
進
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域
に
お
け

の
保
険
料
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

（
政
令
の
改
正
に
よ
り
１
号
被
保
険
者
の
負

担
割
合
が
22
％
か
ら
23
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ

た
ほ
か
、
同
期
間
中
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
量
等

の
見
込
み
に
よ
り
保
険
料
を
改
定
す
る
も
の
。

（
３
・
８
％
の
増
（
一
人
当
た
り
概
ね
２
，４

０
０
円
の
増
）））

　

ま
た
、
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
被
保

険
者
の
資
格
等
の
調
査
に
関
し
、
市
の
質
問

調
査
の
対
象
者
を
こ
れ
ま
で
の
被
保
険
者
本

人
と
第
１
号
被
保
険
者
の
配
偶
者
や
世
帯
主

か
ら
第
２
号
被
保
険
者
の
配
偶
者
や
世
帯
主

等
も
含
め
よ
う
と
す
る
ほ
か
、
介
護
保
険
法

施
行
規
則
の
改
正
に
よ
り
第
７
〜
第
９
所
得

段
階（
別
紙
）の
対
象
者
を
区
分
す
る
合
計
所

得
金
額
を
改
め
る
も
の
。﹇
平
成
30
年
４
月

１
日
施
行
﹈

小
野
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
適
用
は
、
住
所
地
で
行
う
こ
と
が
原
則
で

あ
る
が
、
施
設
等
に
入
所
す
る
た
め
に
そ
の

住
所
が
移
っ
た
場
合
は
、
施
設
所
在
地
の
自

治
体
が
被
保
険
者
と
な
り
財
政
負
担
に
不
均

衡
が
生
ず
る
こ
と
か
ら
施
設
等
へ
の
入
所
に

伴
い
他
の
広
域
連
合
か
ら
転
入
し
た
者
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
従
前
の
住
所
地
の
広
域

連
合
が
保
険
者
と
な
る
特
例
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
住
所
地
特
例
の
制

度
は
、
現
行
法
上
、
同
一
制
度
内（
国
民
健

康
保
険
制
度
内
で
の
異
動
あ
る
い
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
内
で
の
異
動
）で
の
異
動
に

は
適
用
さ
れ
る
が
75
歳
到
達
に
よ
り
国
保
か

ら
後
期
に
加
入
す
る
場
合
の
よ
う
に
異
な
る

制
度
間
で
の
異
動
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
不
均
衡
を
是
正
す
る
た
め
、

加
入
時
に
対
象
施
設
に
入
所
等
し
て
い
る
こ

と
よ
り
現
に
国
保
の
住
所
地
特
定
を
受
け
て

い
る
被
保
険
者
に
つ
い
て
も
、
前
の
住
所
地

の
広
域
連
合
が
被
保
険
者
と
な
る
よ
う
に
見

直
す
も
の
。﹇
平
成
30
年
４
月
１
日
施
行
﹈

小
野
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

都
市
公
園
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
り
一
つ

の
都
市
公
園
に
設
け
る
運
動
施
設
の
敷
地
面

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

3月
定例会
3月
定例会

積
の
公
園
全
体
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合

に
つ
い
て
地
方
自
治
体
の
条
例
で
定
め
る
こ

と
と
な
っ
た
た
め
改
正
す
る
も
の
。
運
動
施

設
の
敷
地
面
積
は
、
当
該
都
市
公
園
の
敷
地

面
積
の
１
０
０
分
の
50
を
超
え
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
国
の
基
準
を
参
酌
し
て
規
定
す
る

と
と
も
に
、
大
池
総
合
公
園
に
つ
い
て
は
、

既
に
１
０
０
分
の
47
を
運
動
施
設
と
し
て
使

用
し
て
い
る
た
め
、
１
０
０
分
の
60
と
す
る
。

　

ま
た
、
都
市
公
園
法
の
改
正
に
よ
り
公
募

設
置
管
理
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
か
ら
当

該
建
蔽
率
の
特
例
の
適
用
を
可
能
と
す
る
も

の
。﹇
公
布
の
日
か
ら
施
行
﹈

小
野
市
公
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

浄
土
寺
前
の
の
じ
ぎ
く
公
園（
小
野
市
浄

谷
町
１
９
９
８
の
１　

４
１
０
㎡
）を
廃
止

し
、
隣
接
す
る
浄
土
寺
前
広
場
の
駐
車
場
と

し
て
整
備
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
。
駐
車

場
整
備
は
平
成
30
年
度
に
予
定
。﹇
平
成
30

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
﹈

小
野
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

小
野
市
消
防
団
等
公
務
災
害
補
償
条
例
に

お
け
る
損
害
補
償
の
支
給
額
は
、
非
常
勤
消
防

団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政

令
に
お
い
て
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
国
家
公
務
員
の

扶
養
手
当
の
支
給
額
、
支
給
対
象
を
も
と
に

損
害
基
礎
額
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
給
与
法

の
改
正
に
伴
い
平
成
30
年
度
以
降
の
扶
養
手

当
支
給
額
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
併
せ
て
改

正
す
る
も
の
。﹇
平
成
30
年
４
月
１
日
施
行
﹈

小
野
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築

物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
計
画
的
な
土

地
利
用
や
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
に
あ

た
り
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
新
た
に
古
川

町
南
地
区
地
区
整
備
計
画
区
域（
日
本
臓
器

製
薬
㈱
敷
地
部
分
）が
決
定
さ
れ
た
が
、
建

築
物
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
建
築
確

認
の
要
件
と
す
る
た
め
に
建
築
基
準
法
第
68

条
の
２
に
基
づ
き
条
例
で
そ
の
内
容
を
定
め

る
必
要
が
あ
る
。
新
た
に
古
川
町
南
地
区
地

区
整
備
計
画
区
域
に
関
す
る
建
築
物
の
用
途

の
制
限
等
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
。﹇
平

成
30
年
７
月
１
日
施
行
﹈

小
野
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す

る
政
令
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
特
定
屋
外
タ

ン
ク
貯
蔵
所
等
の
設
置
許
可
、
完
成
検
査
前

検
査
及
び
保
安
検
査
の
審
査
に
係
る
手
数
料

が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
検
査

に
係
る
手
数
料
の
額
に
つ
い
て
改
正
す
る
も

の
。﹇
平
成
30
年
４
月
１
日
施
行
﹈

小
野
市
農
業
委
員
会
の
委
員
に
占
め
る
認
定

農
業
者
等
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
の
割
合

を
４
分
の
１
以
上
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
に
関
す
る
法
律
に
お
い
て
、

農
業
委
員
の
任
命
に
あ
た
っ
て
は
認
定
農
業

者
等（
認
定
農
業
者
で
あ
る
個
人
又
は
認
定

農
業
者
で
あ
る
法
人
の
業
務
を
執
行
す
る
役

員
や
使
用
人
で
あ
っ
て
事
業
に
関
す
る
権
限

や
責
任
を
有
す
る
者
を
い
う
。）の
数
が
農
業

委
員
の
過
半
数
を
占
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。（
法
第
８
条
第
５
項
）

　

そ
れ
が
困
難
な
場
合
に
あ
っ
て
は
議
会
の

同
意
の
も
と
過
去
に
認
定
農
業
者
で
あ
っ
た

者
な
ど
を
含
め
た
認
定
農
業
者
に
準
ず
る
者

を
含
め
て
過
半
数
と
す
る
こ
と
や
、
更
に
そ

れ
も
困
難
な
場
合
に
あ
っ
て
は
農
業
委
員
の

少
な
く
と
も
４
分
の
１
を
認
定
農
業
者
等
又

は
認
定
農
業
者
に
準
ず
る
者
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
。（
法
施
行
規
則
第
２
条
）市
内
に
お

け
る
認
定
農
業
者
の
数
は
、
46
名
と
国
の
示

す
基
準
64
名
を
下
回
っ
て
お
り
、
ま
た
、
そ

の
多
く
が
時
間
的
拘
束
性
の
高
い
酪
農
経
営

者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
業
委
員
の
職
務
を

兼
務
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
土
地
改
良

区
や
そ
の
他
の
農
業
者
団
体
か
ら
推
薦
を
募
っ

た
も
の
の
過
半
数
を
確
保
す
る
こ
と
は
難
し

い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
認
定
農
業
者
等

又
は
認
定
農
業
者
に
準
ず
る
者
の
割
合
を
農

業
委
員
の
少
な
く
と
も
４
分
の
１
以
上
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
得
る
も
の
。

小
野
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

現
農
業
委
員
の
任
期
が
、
平
成
30
年
４
月

19
日
で
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
農
業
委
員
会

に
関
す
る
法
律
第
８
条
第
１
項
に
基
づ
き
新

た
に
任
命
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

〈
任
期
〉
３
年
間

小
野
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

市
道
１
７
３
７
号
線
と
市
道
１
４
０
７
号

線
を
接
続
す
る
中
町
ふ
れ
あ
い
広
場
東
側
道

路
を
新
た
に
認
定
す
る
た
め
。

・
市
道
１
７
５
５
号
線　

Ｌ
＝
６
３
．０

０
ｍ　

中
町

小
野
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　

県
道
小
野
志
方
線
道
路
改
良
に
伴
い
市
道

２
２
８
号
線
と
の
接
続
部
分
に
お
け
る
終
点

位
置
を
変
更
す
る
た
め
。

・
市
道
２
２
８
号
線　

Ｌ
＝
１
６
５
１
．６

５
ｍ　

来
住
町（
延
伸
距
離
＝
１
０
．５
０

ｍ
）

小
野
市
新
庁
舎
建
設
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

《
契
約
の
相
手
方
》

神
戸
市
中
央
区
加
納
町
４
丁
目
４
番
17
号

株
式
会
社
大
林
組　

神
戸
支
店

執
行
役
員
支
店
長　

塔
本　

均

契
約
金
額…

52
億
８
，９
８
４
万
円

小
野
市
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

　

丸
山
町　

隂
山　

茂
氏
（
再
任
）

平
成
29
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

補　

正　

額　

５
０
，０
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

２
０
，７
１
３
，０
０
０
千
円

平
成
29
年
度
小
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

補　

正　

額　

△
２
１
０
，０
０
０
千
円
減
額

補
正
後
総
額　

６
，８
３
１
，０
０
０
千
円

平
成
29
年
度
小
野
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

補　

正　

額　

１
４
，３
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

５
５
３
，２
０
０
千
円

平
成
29
年
度
小
野
市
都
市
開
発
事
業
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

資
本
的
支
出

補　

正　

額　

５
０
１
，５
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

５
０
９
，５
０
０
千
円

平
成
29
年
度
小
野
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算（
第
３
号
）

収
益
的
収
入

補　

正　

額　

３
０
，０
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

１
，３
７
６
，０
０
０
千
円

収
益
的
支
出

補　

正　

額　

△
４
０
，０
０
０
千
円
減
額

補
正
後
総
額　

１
，１
８
８
，０
０
０
千
円

資
本
的
収
入

補　

正　

額　

△
１
５
，０
０
０
千
円
減
額

補
正
後
総
額　

２
４
８
，０
０
０
千
円

資
本
的
支
出

補　

正　

額　

△
１
８
，０
０
０
千
円
減
額

補
正
後
総
額　

５
６
９
，０
０
０
千
円

平
成
29
年
度
小
野
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

収
益
的
収
入

補　

正　

額　

８
０
，０
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

１
，７
７
１
，０
０
０
千
円

収
益
的
支
出

補　

正　

額　

△
２
５
，０
０
０
千
円
減
額

補
正
後
総
額　

１
，７
３
２
，０
０
０
千
円

資
本
的
収
入

補　

正　

額　

△
７
５
，０
０
０
千
円
減
額

補
正
後
総
額　

８
２
２
，０
０
０
千
円

資
本
的
支
出

補　

正　

額　

△
３
０
，０
０
０
千
円
減
額

補
正
後
総
額　

１
，４
５
０
，０
０
０
千
円

る
産
業
集
積
の
形
成
及
び
活
性
化
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
き
作
成
し
た
計
画
に
よ
り
、
市

内
に
お
け
る
重
点
的
に
企
業
立
地
を
図
る
べ

き
区
域
を
定
め
、
企
業
立
地
の
促
進
を
図
っ

て
い
る
が
、
当
該
法
律
の
名
称
等
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
か
ら
改
正
し
整
理
す
る
も
の
。

﹇
公
布
の
日
か
ら
施
行
﹈

小
野
市
国
民
健
康
保
険
条
例
及
び
小
野
市
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
法
が
改
正
さ
れ
平
成
30
年

度
か
ら
都
道
府
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体

と
な
り
、
安
定
的
な
財
政
運
営
や
効
率
的
な

事
業
の
確
保
等
、
国
保
運
営
に
お
け
る
中
心

的
な
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
る
。
国
民
健
康

保
険
法
に
基
づ
き
県
に
も
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
条
例

上
市
の
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
と
を
区

別
す
る
と
と
も
に
、
県
に
納
付
す
る
こ
と
と

な
る
国
民
健
康
保
険
事
業
納
付
金
に
応
じ
た

保
険
税
率
を
設
定
す
る
。
ま
た
、
地
方
税
法

施
行
令
が
改
正
さ
れ
る
の
に
伴
い
国
民
健
康

保
険
税
の
課
税
限
度
額
や
保
険
税
軽
減
措
置

３
月
定
例
会
は
、
２
月
26
日
か
ら
３
月
26
日
ま
で
29
日
間
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
当
初
予
算
を
は
じ
め
、

平
成
29
年
度
の
補
正
予
算
や
条
例
制
定
な
ど
を
含
む
議
案
29
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

制
定
・
改
正
さ
れ
た
条
例

制
定
・
改
正
さ
れ
た
条
例

制
定
・
改
正
さ
れ
た
条
例

制
定
・
改
正
さ
れ
た
条
例

対
象
を
拡
充
し
よ
う
と
す
る
も
の
。﹇
平
成

30
年
４
月
１
日
施
行
﹈

小
野
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画（
平
成
30
〜

32
年
度
）の
策
定
に
あ
わ
せ
て
平
成
30
年
度

か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
第
１
号
被
保
険
者



③

小野市議会だより

対 象

①配偶者

②子

③孫
④父母・祖父母
⑤弟・妹
⑥重度心身障害者

加算額
加算額
配偶者がいない場合の
加算額
加算額

配偶者及び扶養親族に係
る子がない場合の加算額

現　行

333円
267円

333円

217円

300円

改定後

217円
333円

─

217円

─

【改正前】

　住所地 ： Ａ県Ａ市

　保険者 ： Ａ市国保

【改正後】

　住所地 ： Ａ県Ａ市

　保険者 ： Ａ市国保

Ｂ県Ｂ市

Ａ市国保

Ｂ県Ｂ市

Ａ市国保

Ｂ県Ｂ市

Ｂ県広域

Ｂ県Ｂ市

Ａ県広域

75歳到達入所

75歳到達入所

【主な内容】

※補償基礎額＝基礎額（勤務年数による）+加算額（扶養親族数等による）
　基礎額：おおむね8,800円～14,200円

小
野
市
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の
指
定

並
び
に
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人

員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
の
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

平
成
30
年
度
か
ら
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の

指
定
権
限
が
都
道
府
県
か
ら
市
町
村
へ
移
譲

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
居
宅
介
護
支
援
等
の

事
業
に
係
る
人
員
や
運
営
な
ど
に
関
す
る
基

準
を
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
な
り
、

そ
の
基
準
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
。
な
お
、

当
該
基
準
に
つ
い
て
、
一
部
独
自
の
基
準
を

設
け
る
ほ
か
は
、
国
の
省
令
（
指
定
居
宅
介

護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
）
で
示
さ
れ
て
い
る
基
準
に
準
じ
た

内
容
と
す
る
。﹇
平
成
30
年
４
月
１
日
施
行
﹈

小
野
市
産
業
立
地
促
進
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域
に
お
け

の
保
険
料
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

（
政
令
の
改
正
に
よ
り
１
号
被
保
険
者
の
負

担
割
合
が
22
％
か
ら
23
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ

た
ほ
か
、
同
期
間
中
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
量
等

の
見
込
み
に
よ
り
保
険
料
を
改
定
す
る
も
の
。

（
３
・
８
％
の
増
（
一
人
当
た
り
概
ね
２
，４

０
０
円
の
増
）））

　

ま
た
、
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
被
保

険
者
の
資
格
等
の
調
査
に
関
し
、
市
の
質
問

調
査
の
対
象
者
を
こ
れ
ま
で
の
被
保
険
者
本

人
と
第
１
号
被
保
険
者
の
配
偶
者
や
世
帯
主

か
ら
第
２
号
被
保
険
者
の
配
偶
者
や
世
帯
主

等
も
含
め
よ
う
と
す
る
ほ
か
、
介
護
保
険
法

施
行
規
則
の
改
正
に
よ
り
第
７
〜
第
９
所
得

段
階（
別
紙
）の
対
象
者
を
区
分
す
る
合
計
所

得
金
額
を
改
め
る
も
の
。﹇
平
成
30
年
４
月

１
日
施
行
﹈

小
野
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
適
用
は
、
住
所
地
で
行
う
こ
と
が
原
則
で

あ
る
が
、
施
設
等
に
入
所
す
る
た
め
に
そ
の

住
所
が
移
っ
た
場
合
は
、
施
設
所
在
地
の
自

治
体
が
被
保
険
者
と
な
り
財
政
負
担
に
不
均

衡
が
生
ず
る
こ
と
か
ら
施
設
等
へ
の
入
所
に

伴
い
他
の
広
域
連
合
か
ら
転
入
し
た
者
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
従
前
の
住
所
地
の
広
域

連
合
が
保
険
者
と
な
る
特
例
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
住
所
地
特
例
の
制

度
は
、
現
行
法
上
、
同
一
制
度
内（
国
民
健

康
保
険
制
度
内
で
の
異
動
あ
る
い
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
内
で
の
異
動
）で
の
異
動
に

は
適
用
さ
れ
る
が
75
歳
到
達
に
よ
り
国
保
か

ら
後
期
に
加
入
す
る
場
合
の
よ
う
に
異
な
る

制
度
間
で
の
異
動
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
不
均
衡
を
是
正
す
る
た
め
、

加
入
時
に
対
象
施
設
に
入
所
等
し
て
い
る
こ

と
よ
り
現
に
国
保
の
住
所
地
特
定
を
受
け
て

い
る
被
保
険
者
に
つ
い
て
も
、
前
の
住
所
地

の
広
域
連
合
が
被
保
険
者
と
な
る
よ
う
に
見

直
す
も
の
。﹇
平
成
30
年
４
月
１
日
施
行
﹈

小
野
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

都
市
公
園
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
り
一
つ

の
都
市
公
園
に
設
け
る
運
動
施
設
の
敷
地
面

積
の
公
園
全
体
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合

に
つ
い
て
地
方
自
治
体
の
条
例
で
定
め
る
こ

と
と
な
っ
た
た
め
改
正
す
る
も
の
。
運
動
施

設
の
敷
地
面
積
は
、
当
該
都
市
公
園
の
敷
地

面
積
の
１
０
０
分
の
50
を
超
え
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
国
の
基
準
を
参
酌
し
て
規
定
す
る

と
と
も
に
、
大
池
総
合
公
園
に
つ
い
て
は
、

既
に
１
０
０
分
の
47
を
運
動
施
設
と
し
て
使

用
し
て
い
る
た
め
、
１
０
０
分
の
60
と
す
る
。

　

ま
た
、
都
市
公
園
法
の
改
正
に
よ
り
公
募

設
置
管
理
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
か
ら
当

該
建
蔽
率
の
特
例
の
適
用
を
可
能
と
す
る
も

の
。﹇
公
布
の
日
か
ら
施
行
﹈

小
野
市
公
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

浄
土
寺
前
の
の
じ
ぎ
く
公
園（
小
野
市
浄

谷
町
１
９
９
８
の
１　

４
１
０
㎡
）を
廃
止

し
、
隣
接
す
る
浄
土
寺
前
広
場
の
駐
車
場
と

し
て
整
備
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
。
駐
車

場
整
備
は
平
成
30
年
度
に
予
定
。﹇
平
成
30

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
﹈

小
野
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

小
野
市
消
防
団
等
公
務
災
害
補
償
条
例
に

お
け
る
損
害
補
償
の
支
給
額
は
、
非
常
勤
消
防

団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政

令
に
お
い
て
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
国
家
公
務
員
の

扶
養
手
当
の
支
給
額
、
支
給
対
象
を
も
と
に

損
害
基
礎
額
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
給
与
法

の
改
正
に
伴
い
平
成
30
年
度
以
降
の
扶
養
手

当
支
給
額
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
併
せ
て
改

正
す
る
も
の
。﹇
平
成
30
年
４
月
１
日
施
行
﹈

小
野
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築

物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
計
画
的
な
土

地
利
用
や
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
に
あ

た
り
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
新
た
に
古
川

町
南
地
区
地
区
整
備
計
画
区
域（
日
本
臓
器

製
薬
㈱
敷
地
部
分
）が
決
定
さ
れ
た
が
、
建

築
物
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
建
築
確

認
の
要
件
と
す
る
た
め
に
建
築
基
準
法
第
68

条
の
２
に
基
づ
き
条
例
で
そ
の
内
容
を
定
め

る
必
要
が
あ
る
。
新
た
に
古
川
町
南
地
区
地

区
整
備
計
画
区
域
に
関
す
る
建
築
物
の
用
途

の
制
限
等
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
。﹇
平

成
30
年
７
月
１
日
施
行
﹈

小
野
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す

る
政
令
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
特
定
屋
外
タ

ン
ク
貯
蔵
所
等
の
設
置
許
可
、
完
成
検
査
前

検
査
及
び
保
安
検
査
の
審
査
に
係
る
手
数
料

が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
検
査

に
係
る
手
数
料
の
額
に
つ
い
て
改
正
す
る
も

の
。﹇
平
成
30
年
４
月
１
日
施
行
﹈

小
野
市
農
業
委
員
会
の
委
員
に
占
め
る
認
定

農
業
者
等
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
の
割
合

を
４
分
の
１
以
上
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
に
関
す
る
法
律
に
お
い
て
、

農
業
委
員
の
任
命
に
あ
た
っ
て
は
認
定
農
業

者
等（
認
定
農
業
者
で
あ
る
個
人
又
は
認
定

農
業
者
で
あ
る
法
人
の
業
務
を
執
行
す
る
役

員
や
使
用
人
で
あ
っ
て
事
業
に
関
す
る
権
限

や
責
任
を
有
す
る
者
を
い
う
。）の
数
が
農
業

委
員
の
過
半
数
を
占
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。（
法
第
８
条
第
５
項
）

　

そ
れ
が
困
難
な
場
合
に
あ
っ
て
は
議
会
の

同
意
の
も
と
過
去
に
認
定
農
業
者
で
あ
っ
た

者
な
ど
を
含
め
た
認
定
農
業
者
に
準
ず
る
者

を
含
め
て
過
半
数
と
す
る
こ
と
や
、
更
に
そ

れ
も
困
難
な
場
合
に
あ
っ
て
は
農
業
委
員
の

少
な
く
と
も
４
分
の
１
を
認
定
農
業
者
等
又

は
認
定
農
業
者
に
準
ず
る
者
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
。（
法
施
行
規
則
第
２
条
）市
内
に
お

け
る
認
定
農
業
者
の
数
は
、
46
名
と
国
の
示

す
基
準
64
名
を
下
回
っ
て
お
り
、
ま
た
、
そ

の
多
く
が
時
間
的
拘
束
性
の
高
い
酪
農
経
営

者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
業
委
員
の
職
務
を

兼
務
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
土
地
改
良

区
や
そ
の
他
の
農
業
者
団
体
か
ら
推
薦
を
募
っ

た
も
の
の
過
半
数
を
確
保
す
る
こ
と
は
難
し

い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
認
定
農
業
者
等

又
は
認
定
農
業
者
に
準
ず
る
者
の
割
合
を
農

業
委
員
の
少
な
く
と
も
４
分
の
１
以
上
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
得
る
も
の
。

小
野
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

現
農
業
委
員
の
任
期
が
、
平
成
30
年
４
月

19
日
で
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
農
業
委
員
会

に
関
す
る
法
律
第
８
条
第
１
項
に
基
づ
き
新

た
に
任
命
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

〈
任
期
〉
３
年
間

小
野
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

市
道
１
７
３
７
号
線
と
市
道
１
４
０
７
号

線
を
接
続
す
る
中
町
ふ
れ
あ
い
広
場
東
側
道

路
を
新
た
に
認
定
す
る
た
め
。

・
市
道
１
７
５
５
号
線　

Ｌ
＝
６
３
．０

０
ｍ　

中
町

小
野
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　

県
道
小
野
志
方
線
道
路
改
良
に
伴
い
市
道

２
２
８
号
線
と
の
接
続
部
分
に
お
け
る
終
点

位
置
を
変
更
す
る
た
め
。

・
市
道
２
２
８
号
線　

Ｌ
＝
１
６
５
１
．６

５
ｍ　

来
住
町（
延
伸
距
離
＝
１
０
．５
０

ｍ
）

小
野
市
新
庁
舎
建
設
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

《
契
約
の
相
手
方
》

神
戸
市
中
央
区
加
納
町
４
丁
目
４
番
17
号

株
式
会
社
大
林
組　

神
戸
支
店

執
行
役
員
支
店
長　

塔
本　

均

契
約
金
額…

52
億
８
，９
８
４
万
円

小
野
市
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

　

丸
山
町　

隂
山　

茂
氏
（
再
任
）

平
成
29
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

補　

正　

額　

５
０
，０
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

２
０
，７
１
３
，０
０
０
千
円

平
成
29
年
度
小
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

補　

正　

額　

△
２
１
０
，０
０
０
千
円
減
額

補
正
後
総
額　

６
，８
３
１
，０
０
０
千
円

平
成
29
年
度
小
野
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

補　

正　

額　

１
４
，３
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

５
５
３
，２
０
０
千
円

平
成
29
年
度
小
野
市
都
市
開
発
事
業
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

資
本
的
支
出

補　

正　

額　

５
０
１
，５
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

５
０
９
，５
０
０
千
円

平
成
29
年
度
小
野
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算（
第
３
号
）

収
益
的
収
入

補　

正　

額　

３
０
，０
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

１
，３
７
６
，０
０
０
千
円

収
益
的
支
出

補　

正　

額　

△
４
０
，０
０
０
千
円
減
額

補
正
後
総
額　

１
，１
８
８
，０
０
０
千
円

資
本
的
収
入

補　

正　

額　

△
１
５
，０
０
０
千
円
減
額

補
正
後
総
額　

２
４
８
，０
０
０
千
円

資
本
的
支
出

補　

正　

額　

△
１
８
，０
０
０
千
円
減
額

補
正
後
総
額　

５
６
９
，０
０
０
千
円

平
成
29
年
度
小
野
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

収
益
的
収
入

補　

正　

額　

８
０
，０
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

１
，７
７
１
，０
０
０
千
円

収
益
的
支
出

補　

正　

額　

△
２
５
，０
０
０
千
円
減
額

補
正
後
総
額　

１
，７
３
２
，０
０
０
千
円

資
本
的
収
入

補　

正　

額　

△
７
５
，０
０
０
千
円
減
額

補
正
後
総
額　

８
２
２
，０
０
０
千
円

資
本
的
支
出

補　

正　

額　

△
３
０
，０
０
０
千
円
減
額

補
正
後
総
額　

１
，４
５
０
，０
０
０
千
円

る
産
業
集
積
の
形
成
及
び
活
性
化
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
き
作
成
し
た
計
画
に
よ
り
、
市

内
に
お
け
る
重
点
的
に
企
業
立
地
を
図
る
べ

き
区
域
を
定
め
、
企
業
立
地
の
促
進
を
図
っ

て
い
る
が
、
当
該
法
律
の
名
称
等
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
か
ら
改
正
し
整
理
す
る
も
の
。

﹇
公
布
の
日
か
ら
施
行
﹈

小
野
市
国
民
健
康
保
険
条
例
及
び
小
野
市
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
法
が
改
正
さ
れ
平
成
30
年

度
か
ら
都
道
府
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体

と
な
り
、
安
定
的
な
財
政
運
営
や
効
率
的
な

事
業
の
確
保
等
、
国
保
運
営
に
お
け
る
中
心

的
な
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
る
。
国
民
健
康

保
険
法
に
基
づ
き
県
に
も
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
条
例

上
市
の
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
と
を
区

別
す
る
と
と
も
に
、
県
に
納
付
す
る
こ
と
と

な
る
国
民
健
康
保
険
事
業
納
付
金
に
応
じ
た

保
険
税
率
を
設
定
す
る
。
ま
た
、
地
方
税
法

施
行
令
が
改
正
さ
れ
る
の
に
伴
い
国
民
健
康

保
険
税
の
課
税
限
度
額
や
保
険
税
軽
減
措
置

対
象
を
拡
充
し
よ
う
と
す
る
も
の
。﹇
平
成

30
年
４
月
１
日
施
行
﹈

小
野
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画（
平
成
30
〜

32
年
度
）の
策
定
に
あ
わ
せ
て
平
成
30
年
度

か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
第
１
号
被
保
険
者



④

小野市議会だより

氏　　名
中 尾 正 美
森 本 謙 介
宝 耒 和 行
藤 本 修 造
藤 尾 淳 子
（認定農業者）

藤 本 邦 彦
小 林 　 衞
（認定農業者）

岸 本 富 生

住　　所
小野市日吉町
小野市三和町
小野市復井町
小野市下来住町

小野市下来住町

小野市山田町

小野市高田町

小野市住吉町

小
野
市
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の
指
定

並
び
に
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人

員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
の
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

平
成
30
年
度
か
ら
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の

指
定
権
限
が
都
道
府
県
か
ら
市
町
村
へ
移
譲

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
居
宅
介
護
支
援
等
の

事
業
に
係
る
人
員
や
運
営
な
ど
に
関
す
る
基

準
を
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
な
り
、

そ
の
基
準
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
。
な
お
、

当
該
基
準
に
つ
い
て
、
一
部
独
自
の
基
準
を

設
け
る
ほ
か
は
、
国
の
省
令
（
指
定
居
宅
介

護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
）
で
示
さ
れ
て
い
る
基
準
に
準
じ
た

内
容
と
す
る
。﹇
平
成
30
年
４
月
１
日
施
行
﹈

小
野
市
産
業
立
地
促
進
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域
に
お
け

の
保
険
料
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

（
政
令
の
改
正
に
よ
り
１
号
被
保
険
者
の
負

担
割
合
が
22
％
か
ら
23
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ

た
ほ
か
、
同
期
間
中
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
量
等

の
見
込
み
に
よ
り
保
険
料
を
改
定
す
る
も
の
。

（
３
・
８
％
の
増
（
一
人
当
た
り
概
ね
２
，４

０
０
円
の
増
）））

　

ま
た
、
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
被
保

険
者
の
資
格
等
の
調
査
に
関
し
、
市
の
質
問

調
査
の
対
象
者
を
こ
れ
ま
で
の
被
保
険
者
本

人
と
第
１
号
被
保
険
者
の
配
偶
者
や
世
帯
主

か
ら
第
２
号
被
保
険
者
の
配
偶
者
や
世
帯
主

等
も
含
め
よ
う
と
す
る
ほ
か
、
介
護
保
険
法

施
行
規
則
の
改
正
に
よ
り
第
７
〜
第
９
所
得

段
階（
別
紙
）の
対
象
者
を
区
分
す
る
合
計
所

得
金
額
を
改
め
る
も
の
。﹇
平
成
30
年
４
月

１
日
施
行
﹈

小
野
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
適
用
は
、
住
所
地
で
行
う
こ
と
が
原
則
で

あ
る
が
、
施
設
等
に
入
所
す
る
た
め
に
そ
の

住
所
が
移
っ
た
場
合
は
、
施
設
所
在
地
の
自

治
体
が
被
保
険
者
と
な
り
財
政
負
担
に
不
均

衡
が
生
ず
る
こ
と
か
ら
施
設
等
へ
の
入
所
に

伴
い
他
の
広
域
連
合
か
ら
転
入
し
た
者
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
従
前
の
住
所
地
の
広
域

連
合
が
保
険
者
と
な
る
特
例
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
住
所
地
特
例
の
制

度
は
、
現
行
法
上
、
同
一
制
度
内（
国
民
健

康
保
険
制
度
内
で
の
異
動
あ
る
い
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
内
で
の
異
動
）で
の
異
動
に

は
適
用
さ
れ
る
が
75
歳
到
達
に
よ
り
国
保
か

ら
後
期
に
加
入
す
る
場
合
の
よ
う
に
異
な
る

制
度
間
で
の
異
動
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
不
均
衡
を
是
正
す
る
た
め
、

加
入
時
に
対
象
施
設
に
入
所
等
し
て
い
る
こ

と
よ
り
現
に
国
保
の
住
所
地
特
定
を
受
け
て

い
る
被
保
険
者
に
つ
い
て
も
、
前
の
住
所
地

の
広
域
連
合
が
被
保
険
者
と
な
る
よ
う
に
見

直
す
も
の
。﹇
平
成
30
年
４
月
１
日
施
行
﹈

小
野
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

都
市
公
園
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
り
一
つ

の
都
市
公
園
に
設
け
る
運
動
施
設
の
敷
地
面

積
の
公
園
全
体
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合

に
つ
い
て
地
方
自
治
体
の
条
例
で
定
め
る
こ

と
と
な
っ
た
た
め
改
正
す
る
も
の
。
運
動
施

設
の
敷
地
面
積
は
、
当
該
都
市
公
園
の
敷
地

面
積
の
１
０
０
分
の
50
を
超
え
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
国
の
基
準
を
参
酌
し
て
規
定
す
る

と
と
も
に
、
大
池
総
合
公
園
に
つ
い
て
は
、

既
に
１
０
０
分
の
47
を
運
動
施
設
と
し
て
使

用
し
て
い
る
た
め
、
１
０
０
分
の
60
と
す
る
。

　

ま
た
、
都
市
公
園
法
の
改
正
に
よ
り
公
募

設
置
管
理
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
か
ら
当

該
建
蔽
率
の
特
例
の
適
用
を
可
能
と
す
る
も

の
。﹇
公
布
の
日
か
ら
施
行
﹈

小
野
市
公
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

浄
土
寺
前
の
の
じ
ぎ
く
公
園（
小
野
市
浄

谷
町
１
９
９
８
の
１　

４
１
０
㎡
）を
廃
止

し
、
隣
接
す
る
浄
土
寺
前
広
場
の
駐
車
場
と

し
て
整
備
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
。
駐
車

場
整
備
は
平
成
30
年
度
に
予
定
。﹇
平
成
30

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
﹈

小
野
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

小
野
市
消
防
団
等
公
務
災
害
補
償
条
例
に

お
け
る
損
害
補
償
の
支
給
額
は
、
非
常
勤
消
防

団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政

令
に
お
い
て
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
国
家
公
務
員
の

扶
養
手
当
の
支
給
額
、
支
給
対
象
を
も
と
に

損
害
基
礎
額
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
給
与
法

の
改
正
に
伴
い
平
成
30
年
度
以
降
の
扶
養
手

当
支
給
額
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
併
せ
て
改

正
す
る
も
の
。﹇
平
成
30
年
４
月
１
日
施
行
﹈

小
野
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築

物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
計
画
的
な
土

地
利
用
や
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
に
あ

た
り
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
新
た
に
古
川

町
南
地
区
地
区
整
備
計
画
区
域（
日
本
臓
器

製
薬
㈱
敷
地
部
分
）が
決
定
さ
れ
た
が
、
建

築
物
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
建
築
確

認
の
要
件
と
す
る
た
め
に
建
築
基
準
法
第
68

条
の
２
に
基
づ
き
条
例
で
そ
の
内
容
を
定
め

る
必
要
が
あ
る
。
新
た
に
古
川
町
南
地
区
地

区
整
備
計
画
区
域
に
関
す
る
建
築
物
の
用
途

の
制
限
等
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
。﹇
平

成
30
年
７
月
１
日
施
行
﹈

小
野
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す

る
政
令
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
特
定
屋
外
タ

ン
ク
貯
蔵
所
等
の
設
置
許
可
、
完
成
検
査
前

検
査
及
び
保
安
検
査
の
審
査
に
係
る
手
数
料

が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
検
査

に
係
る
手
数
料
の
額
に
つ
い
て
改
正
す
る
も

の
。﹇
平
成
30
年
４
月
１
日
施
行
﹈

小
野
市
農
業
委
員
会
の
委
員
に
占
め
る
認
定

農
業
者
等
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
の
割
合

を
４
分
の
１
以
上
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
に
関
す
る
法
律
に
お
い
て
、

農
業
委
員
の
任
命
に
あ
た
っ
て
は
認
定
農
業

者
等（
認
定
農
業
者
で
あ
る
個
人
又
は
認
定

農
業
者
で
あ
る
法
人
の
業
務
を
執
行
す
る
役

員
や
使
用
人
で
あ
っ
て
事
業
に
関
す
る
権
限

や
責
任
を
有
す
る
者
を
い
う
。）の
数
が
農
業

委
員
の
過
半
数
を
占
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。（
法
第
８
条
第
５
項
）

　

そ
れ
が
困
難
な
場
合
に
あ
っ
て
は
議
会
の

同
意
の
も
と
過
去
に
認
定
農
業
者
で
あ
っ
た

者
な
ど
を
含
め
た
認
定
農
業
者
に
準
ず
る
者

を
含
め
て
過
半
数
と
す
る
こ
と
や
、
更
に
そ

れ
も
困
難
な
場
合
に
あ
っ
て
は
農
業
委
員
の

少
な
く
と
も
４
分
の
１
を
認
定
農
業
者
等
又

は
認
定
農
業
者
に
準
ず
る
者
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
。（
法
施
行
規
則
第
２
条
）市
内
に
お

け
る
認
定
農
業
者
の
数
は
、
46
名
と
国
の
示

す
基
準
64
名
を
下
回
っ
て
お
り
、
ま
た
、
そ

の
多
く
が
時
間
的
拘
束
性
の
高
い
酪
農
経
営

者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
業
委
員
の
職
務
を

兼
務
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
土
地
改
良

区
や
そ
の
他
の
農
業
者
団
体
か
ら
推
薦
を
募
っ

た
も
の
の
過
半
数
を
確
保
す
る
こ
と
は
難
し

い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
認
定
農
業
者
等

又
は
認
定
農
業
者
に
準
ず
る
者
の
割
合
を
農

業
委
員
の
少
な
く
と
も
４
分
の
１
以
上
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
得
る
も
の
。

小
野
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

現
農
業
委
員
の
任
期
が
、
平
成
30
年
４
月

19
日
で
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
農
業
委
員
会

に
関
す
る
法
律
第
８
条
第
１
項
に
基
づ
き
新

た
に
任
命
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

〈
任
期
〉
３
年
間

小
野
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

市
道
１
７
３
７
号
線
と
市
道
１
４
０
７
号

線
を
接
続
す
る
中
町
ふ
れ
あ
い
広
場
東
側
道

路
を
新
た
に
認
定
す
る
た
め
。

・
市
道
１
７
５
５
号
線　

Ｌ
＝
６
３
．０

０
ｍ　

中
町

小
野
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　

県
道
小
野
志
方
線
道
路
改
良
に
伴
い
市
道

２
２
８
号
線
と
の
接
続
部
分
に
お
け
る
終
点

位
置
を
変
更
す
る
た
め
。

・
市
道
２
２
８
号
線　

Ｌ
＝
１
６
５
１
．６

５
ｍ　

来
住
町（
延
伸
距
離
＝
１
０
．５
０

ｍ
）

小
野
市
新
庁
舎
建
設
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

《
契
約
の
相
手
方
》

神
戸
市
中
央
区
加
納
町
４
丁
目
４
番
17
号

株
式
会
社
大
林
組　

神
戸
支
店

執
行
役
員
支
店
長　

塔
本　

均

契
約
金
額…

52
億
８
，９
８
４
万
円

小
野
市
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

　

丸
山
町　

隂
山　

茂
氏
（
再
任
）

平
成
29
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

補　

正　

額　

５
０
，０
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

２
０
，７
１
３
，０
０
０
千
円

平
成
29
年
度
小
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

補　

正　

額　

△
２
１
０
，０
０
０
千
円
減
額

補
正
後
総
額　

６
，８
３
１
，０
０
０
千
円

平
成
29
年
度
小
野
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

補　

正　

額　

１
４
，３
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

５
５
３
，２
０
０
千
円

平
成
29
年
度
小
野
市
都
市
開
発
事
業
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

資
本
的
支
出

補　

正　

額　

５
０
１
，５
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

５
０
９
，５
０
０
千
円

平
成
29
年
度
小
野
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算（
第
３
号
）

収
益
的
収
入

補　

正　

額　

３
０
，０
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

１
，３
７
６
，０
０
０
千
円

収
益
的
支
出

補　

正　

額　

△
４
０
，０
０
０
千
円
減
額

補
正
後
総
額　

１
，１
８
８
，０
０
０
千
円

資
本
的
収
入

補　

正　

額　

△
１
５
，０
０
０
千
円
減
額

補
正
後
総
額　

２
４
８
，０
０
０
千
円

資
本
的
支
出

補　

正　

額　

△
１
８
，０
０
０
千
円
減
額

補
正
後
総
額　

５
６
９
，０
０
０
千
円

平
成
29
年
度
小
野
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

収
益
的
収
入

補　

正　

額　

８
０
，０
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

１
，７
７
１
，０
０
０
千
円

収
益
的
支
出

補　

正　

額　

△
２
５
，０
０
０
千
円
減
額

補
正
後
総
額　

１
，７
３
２
，０
０
０
千
円

資
本
的
収
入

補　

正　

額　

△
７
５
，０
０
０
千
円
減
額

補
正
後
総
額　

８
２
２
，０
０
０
千
円

資
本
的
支
出

補　

正　

額　

△
３
０
，０
０
０
千
円
減
額

補
正
後
総
額　

１
，４
５
０
，０
０
０
千
円

る
産
業
集
積
の
形
成
及
び
活
性
化
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
き
作
成
し
た
計
画
に
よ
り
、
市

内
に
お
け
る
重
点
的
に
企
業
立
地
を
図
る
べ

き
区
域
を
定
め
、
企
業
立
地
の
促
進
を
図
っ

て
い
る
が
、
当
該
法
律
の
名
称
等
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
か
ら
改
正
し
整
理
す
る
も
の
。

﹇
公
布
の
日
か
ら
施
行
﹈

小
野
市
国
民
健
康
保
険
条
例
及
び
小
野
市
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
法
が
改
正
さ
れ
平
成
30
年

度
か
ら
都
道
府
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体

と
な
り
、
安
定
的
な
財
政
運
営
や
効
率
的
な

事
業
の
確
保
等
、
国
保
運
営
に
お
け
る
中
心

的
な
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
る
。
国
民
健
康

保
険
法
に
基
づ
き
県
に
も
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
条
例

上
市
の
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
と
を
区

別
す
る
と
と
も
に
、
県
に
納
付
す
る
こ
と
と

な
る
国
民
健
康
保
険
事
業
納
付
金
に
応
じ
た

保
険
税
率
を
設
定
す
る
。
ま
た
、
地
方
税
法

施
行
令
が
改
正
さ
れ
る
の
に
伴
い
国
民
健
康

保
険
税
の
課
税
限
度
額
や
保
険
税
軽
減
措
置

補
正
予
算
関
係
議
案

補
正
予
算
関
係
議
案

補
正
予
算
関
係
議
案

補
正
予
算
関
係
議
案

主

な

議

案

主

な

議

案

主

な

議

案

主

な

議

案

対
象
を
拡
充
し
よ
う
と
す
る
も
の
。﹇
平
成

30
年
４
月
１
日
施
行
﹈

小
野
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画（
平
成
30
〜

32
年
度
）の
策
定
に
あ
わ
せ
て
平
成
30
年
度

か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
第
１
号
被
保
険
者



⑤

小野市議会だより

平成30年3月定例会の議決結果（賛否の分かれた案件）を公表します

藤
原
　
章

椎
屋
邦
隆

河
島
信
行

平
田
真
実

山
本
悟
朗

竹
内
　
修

川
名
善
三

河
島
三
奈

富
田
和
也

加
島
　
淳

久
後
淳
司

小
林
千
津
子

髙
坂
純
子

前
田
光
教

岡
嶋
正
昭

山
中
修
己

●●○○○○○○○○○○○○○

※

●●○○○○○○○○○○○○○

※

●●○○○○○○○○○○○○○

※

※山中修己議員は、議長のため表決権はありません。賛成＝○　反対＝●

会 派 名
（3月26日現在の所属人数）

議員名

件　名

市 民 ク ラ ブ
（６人）

改革クラブ
（３人）

公明党
（２人）

民政クラブ
（２人）

真政クラブ
（２人）

無会派
（１人）

〔議案第１号〕
平成30年度小野市一般会計予算
〔議案第２号〕
平成30年度小野市国民健康
保険特別会計予算
〔議案第16号〕
小野市国民健康保険条例及び小
野市国民健康保険税条例の一部
を改正する条例の制定について
〔請願第１号〕
治安維持法犠牲者国家賠償法
（仮称）の制定を求める請願

可決

可決

可決

不採択

議決
結果

○○○●●●●●●●●●●●●

※

　将来を担う子どもを産み育てる環境の充実、アクテ
ィブシニアの活躍と生涯現役スタイルの創出、安全・
安心で暮らしやすいまちの追求、新たな魅力を創出す
るまちづくりの推進に重点を置いた、平成30年度当初
予算が上程され、予算特別委員会での付託審査を経て、
可決されました。

平成30年度 当初予算関係

内 容
自立支援給付費
就労支援施設や放課後デイサービスの利用者数の増加に伴い給付費を増額。
畜産クラスター事業
国の補正予算により可決。畜産農家の規模拡大による生産効率と収益性の
向上を図る。
人件費及び人件費負担金補正
決算見込みに基づく人件費の精査

担 当 課

社会福祉課

産業創造課

総　務　課

補 正 額

72,000

235,000

△19,194

（単位：千円）

会 計 別
一 般 会 計
国民健康保険
介 護 保 険
後期高齢者医療
小 計

都市開発事業
水 道 事 業
下 水 道 事 業
小 計

合 計

平成30年度
21,300 ,000
5,380 ,000
3,978 ,000
566,000
9,924 ,000
53,000

2,311 ,000
3,252 ,000
5,616 ,000
36,840 ,000

特
別
会
計

企
業
会
計

　今回の補正は、国の補正予算を受け、畜産農家の規模拡大による畜産振興を図
る「畜産クラスター事業」や障害者に係る就労支援施設や放課後デイサービスの
利用者の増加による自立支援給付費の追加、片山高田線整備事業や農村総合整備
事業、下水道事業会計や一部事務組合への負担金など各事業の決算見込みによる
不用額等の調整によるものです。

一般会計
補正予算の
主な内容

（単位：千円）平成29年度 一般会計3月補正予算概要



⑥

小野市議会だより

河
島
三
奈
議
員

・
小
野
市
に
お
け
る
Ｄ
Ｖ
対
策
に
つ
い
て

・「
防
災
」
の
啓
発
に
つ
い
て

久
後
淳
司
議
員

・「
住
む
な
ら
お
の
」
へ
の
取
組
に
つ
い
て

・
小
野
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
７
期
小
野
市
介
護
保
険

事
業
計
画
に
つ
い
て

富
田
和
也
議
員

・
粟
生
・
市
場
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

・
市
内
保
育
所
に
つ
い
て

・
幼
稚
園
の
現
状
と
対
応
に
つ
い
て

・
消
防
署
北
分
署
に
つ
い
て

髙
坂
純
子
議
員

・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て

・
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
さ
せ
る
た
め
の
支
援
に
つ
い
て

河
島
信
行
議
員

・
議
案
第
１
号　

平
成
30
年
度
小
野
市
一
般
会
計
予
算
に

つ
い
て

・
議
案
第
19
号　

小
野
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

小
林
千
津
子
議
員

・
国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
に

つ
い
て

・
今
後
の
男
女
共
同
参
画
推
進
に
つ
い
て

平
田
真
実
議
員

・
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に
つ
い
て

・
採
用
に
係
る
色
覚
検
査
に
つ
い
て

・
情
報
発
信
に
つ
い
て

椎
屋
邦
隆
議
員

・
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果
に
つ
い
て

・
学
校
・
園
に
お
け
る
教
職
員
の
勤
務
の
現
状
に
つ
い
て

・
公
衆
ト
イ
レ
の
状
況
に
つ
い
て

岡
嶋
正
昭
議
員

・
平
成
30
年
度　

市
長
施
政
方
針
に
つ
い
て

・
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
に
係
る
取
組
に
つ
い
て

前
田
光
教
議
員

・
入
札
執
行
状
況
に
つ
い
て

・
有
害
鳥
獣
侵
入
防
護
柵
設
置
に
係
る
要
望
に
つ
い
て

・
人
工
知
能
の
活
用
に
つ
い
て

竹
内
　
修
議
員

・
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

・
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

・
学
校
に
お
け
る
心
肺
蘇
生
教
育
に
つ
い
て

藤
原
　
章
議
員

・
買
い
物
弱
者
支
援
と
移
動
販
売
車
に
つ
い
て

・
三
木
市
の
医
療
セ
ン
タ
ー
直
通
バ
ス
に
つ
い
て

・
福
祉
給
付
制
度
適
正
化
条
例
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

一
般
質
問
発
言
者

一
般
質
問
発
言
者

一
般
質
問
発
言
者

市議会ホームページ内の「ビデオライブラリ」か
らも、議会の様子をご覧いただけます。
ＨＰアドレス：http://www.ono-sigikai. jp/

市議会ホームページ内の「ビデオライブラリ」か
らも、議会の様子をご覧いただけます。
ＨＰアドレス：http://www.ono-sigikai. jp/

（一般質問は発言した議員が編集しました）

平成30年

3月定例会
平成30年

3月定例会
平成30年

3月定例会
平成30年

3月定例会
Let’s ダンス♪ たのしいな！（来住保育所）Let’s ダンス♪ たのしいな！（来住保育所）



⑦

小野市議会だより

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

小
野
市
に
お
け
る
Ｄ
Ｖ
対
策
に
つ
い
て

　
　
　

Ｄ
Ｖ
相
談
件
数
の
推
移
に
関
す
る

現
状
分
析
と
課
題
に
つ
い
て

　
　
　

相
談
件
数
は
、
平
成
18
年
度
か
ら

21
年
度
ま
で
は
年
間
延
べ
80
件
以
下
だ
っ

た
が
、
22
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
は
１
１

０
件
か
ら
１
４
６
件
の
間
で
推
移
し
、
28

年
度
は
２
０
４
件
、
29
年
度
で
は
１
月
末

時
点
で
２
３
５
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｄ
Ｖ
対
策
法
が
公
布
さ
れ
た
平
成
13
年

以
後
、「
Ｄ
Ｖ
が
犯
罪
で
あ
る
」
こ
と
が

徐
々
に
認
知
さ
れ
、
相
談
件
数
が
増
加
し

て
き
た
も
の
と
判
断
す
る
。
加
え
て
、
28

年
度
に
は
Ｄ
Ｖ
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、

専
用
窓
口
が
で
き
た
こ
と
で
、
被
害
者
が

相
談
し
や
す
く
な
っ
た
と
推
測
す
る
。

　

課
題
は
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
中
に
は
保
護

や
避
難
が
必
要
な
危
険
な
状
態
で
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
経
済
的
な
理
由
か
ら
拒
ま

れ
る
方
が
い
る
こ
と
、
特
に
幼
い
子
ど
も

を
持
つ
場
合
に
は
将
来
の
生
活
の
見
通
し

が
立
た
な
い
た
め
、
Ｄ
Ｖ
被
害
を
我
慢
す

る
方
が
い
る
こ
と
で
あ
る
。　
（
市
当
局
）

「
防
災
」
の
啓
発
に
つ
い
て

　
　
　

地
域
・
教
育
防
災
訓
練
の
成
果
と

課
題
に
つ
い
て

　
　
　

市
で
は
、
学
校
現
場
に
お
け
る
避

難
活
動
を
中
心
に
災
害
を
想
定
し
、
避
難

所
と
な
る
小
学
校
が
、
地
域
住
民
や
防
災

機
関
等
と
連
携
し
て
訓
練
す
る
こ
と
で
、

地
域
防
災
力
の
強
化
及
び
意
識
の
高
揚
を

目
的
と
し
、
市
内
全
８
小
学
校
で
毎
年
１

校
ず
つ
開
催
し
て
い
る
。
成
果
は
地
域
住

民
か
ら
の
前
向
き
な
感
想
が
多
く
あ
り
、

地
域
力
の
向
上
や
共
助
の
仕
組
み
づ
く
り

に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
。
課
題
は
、
小

学
校
区
単
位
な
の
で
、
８
年
に
一
度
の
開

催
と
な
り
訓
練
を
経
験
で
き
な
い
児
童
が

い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

今
後
も
体
験
訓
練
等
を
取
り
入
れ
、
継

続
実
施
し
て
い
く
。　
　
　
　
（
市
当
局
）

「
住
む
な
ら
お
の
」
へ
の
取
組
に
つ
い
て

　
　
　

東
京
駅
に
あ
る
「
移
住
・
交
流
情

報
ガ
ー
デ
ン
」
や
「
カ
ム
バ
ッ
ク
ひ
ょ
う

ご
セ
ン
タ
ー
」
と
の
連
携
は
。

　
　
　

各
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
東
京
や

大
阪
に
お
い
て
合
同
移
住
相
談
会
や
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
、
情
報
共
有
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
設
置
を
行
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
県
と
の
合
同
移
住
相
談
会
に

訪
れ
る
相
談
者
数
は
少
な
い
状
況
に
あ
り
、

今
後
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
移
住
相
談
会

に
一
定
の
相
談
者
が
見
込
め
る
か
等
を
見

極
め
検
討
し
て
い
く
。

　
「
住
む
な
ら
！
や
っ
ぱ
り
お
の
」
を
具

現
化
す
る
た
め
に
は
、
小
野
市
の
魅
力
を

全
国
に
発
信
し
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

小
野
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
７
期

小
野
市
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

　
　
　

第
７
期
で
の
ポ
イ
ン
ト
制
度
導
入

に
つ
い
て
位
置
づ
け
は
。

　
　
　

昨
年
７
月
の
「
シ
ニ
ア
活
躍
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
で
は
、
37
・
１
％
の
方
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
「
や
っ
て
み
た
い
」

と
の
回
答
を
い
た
だ
い
た
。

　

潜
在
す
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
方
々

の
社
会
参
加
を
後
押
し
す
る
仕
組
み
の
一

つ
と
し
て
、「
お
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ポ
イ
ン

ト
事
業
」
の
開
始
を
計
画
に
盛
り
込
ん
だ
。

こ
の
事
業
の
位
置
づ
け
は
、
１
つ
は
「
生

き
が
い
づ
く
り
と
社
会
参
加
活
動
へ
の
支

援
」
で
あ
り
、
２
つ
に
は
「
健
康
ポ
イ
ン

ト
」
の
要
素
を
包
含
し
た
「
健
康
づ
く
り

の
自
主
的
活
動
の
支
援
」
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

事
業
内
容
は
、
高
齢
者
が
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
、
介
護
予
防
教
室
の
参
加

の
他
、
20
歳
以
上
の
市
民
の
方
の
健
診
受

診
、
健
康
教
室
や
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
等
に
対
し
て
ポ
イ
ン
ト
を

付
与
し
て
い
く
。　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

改
革
ク
ラ
ブ

河
島
三
奈
議
員

市
民
ク
ラ
ブ

久
後
淳
司
議
員



⑧

小野市議会だより

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

市
内
保
育
所
に
つ
い
て

　
　
　

小
野
市
の
４
・
５
歳
児
の
保
育
料

無
料
化
は
平
成
30
年
度
ま
で
の
時
限
措
置

で
あ
る
が
、
31
年
度
以
降
の
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　

引
き
続
き
現
制
度
を
継
続
す
る
方

向
で
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

幼
稚
園
の
現
状
と
対
応
に
つ
い
て

　
　
　

今
後
の
幼
児
教
育
の
取
組
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　

公
立
・
私
立
が
足
並
み
を
そ
ろ
え
、

市
全
体
で
「
16
か
年
教
育
」
に
基
づ
き
一

層
推
し
進
め
、
魅
力
あ
る
他
に
誇
れ
る
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
市
当
局
）

消
防
署
北
分
署
に
つ
い
て

　
　
　

開
署
後
の
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

救
急
自
動
車
１
台
を
配
置
し
、
人

員
は
計
８
人
を
配
属
。
３
人
が
二
部
交
替

制
で
、
３
６
５
日
24
時
間
常
駐
す
る
。

　

ま
た
、
消
防
団
用
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
１
台
を
常
駐
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
市
当
局
）

　
　
　

こ
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
は
、
ど

の
よ
う
に
運
用
さ
れ
る
の
か
、
消
防
団
活

動
の
専
用
な
の
か
。

　
　
　

災
害
時
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
は
、
北
分
署
員
も
含
め
た
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
北
分
署
に
は
防
火
水
槽
も
消
火
栓

も
設
置
さ
れ
て
お
り
、
救
急
訓
練
の
ほ
か

消
防
訓
練
も
行
う
な
ど
有
事
に
備
え
る
。

（
市
当
局
）

　
　
　

消
防
団
北
分
団
と
は
ど
の
よ
う
な

連
携
・
活
用
が
行
え
る
の
か
。

　
　
　

屋
内
の
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
、
北

分
団
の
会
議
や
研
修
を
行
う
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
。
ま
た
、
災
害
発
生
時
に
は
、
分
団

の
集
結
場
所
と
し
て
の
利
用
が
可
能
で
あ
り
、

消
防
署
と
団
の
双
方
の
災
害
対
応
拠
点
と

し
て
効
率
的
な
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
被

害
の
軽
減
に
繋
げ
た
い
。　
　
（
市
当
局
）

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）に
つ
い
て

　
　
　

い
じ
め
、
不
登
校
、
暴
力
行
為
等

の
子
ど
も
の
問
題
行
動
は
、
複
雑
・
多
様

化
し
、
学
校
だ
け
で
は
対
応
が
困
難
な
事

象
が
増
え
て
い
る
。
Ｓ
Ｓ
Ｗ
は
子
ど
も
の

環
境
に
働
き
か
け
、
福
祉
分
野
の
視
点
を

取
り
入
れ
た
活
動
で
、
成
果
を
上
げ
て
い

る
。
し
か
し
、
週
１
回
、
年
間
40
日
勤
務

で
は
、
一
人
の
子
ど
も
に
関
わ
る
時
間
も

ま
ま
な
ら
な
い
。
雇
用
形
態
の
改
善
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
　
　

こ
の
よ
う
な
人
材
が
本
当
に
求
め

ら
れ
て
い
る
の
か
、
第
三
者
的
に
評
価
で

き
る
の
か
、
は
っ
き
り
位
置
づ
け
を
し
て
、

見
え
る
成
果
が
検
証
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

体
制
を
変
え
て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
市
長
）

仕
事
と
子
育
て
を
両
立
さ
せ
る
た
め

の
支
援
に
つ
い
て

　
　
　

女
性
の
社
会
進
出
に
よ
り
、
低
年

齢
か
ら
保
育
所（
園
）に
通
う
子
ど
も
が
増

加
し
て
い
る
。
保
育
中
に
体
調
不
良
に
な

る
と
保
育
所
は
適
切
な
対
応
を
取
り
な
が

ら
、
保
護
者
の
迎
え
を
待
つ
。
迎
え
が
可

能
な
家
庭
は
良
い
が
、
勤
務
等
に
よ
っ
て

困
難
な
場
合
も
あ
る
。
看
護
師
免
許
を
取

得
し
た
「
フ
ァ
ミ
サ
ポ
協
力
会
員
」
が
病

院
へ
の
送
迎
を
で
き
な
い
か
。

　
　
　

優
先
す
べ
き
は
親
や
家
族
が
対
応

す
る
こ
と
。
体
調
悪
化
の
緊
急
事
態
の
対

応
を
強
い
る
可
能
性
も
あ
り
、
責
任
が
大

き
す
ぎ
る
と
考
え
実
施
し
て
い
な
い
。

（
市
当
局
）

　
　
　

保
育
所
へ
体
調
不
良
児
を
看
護
師

が
迎
え
に
行
き
、
病
院
で
診
察
を
受
け
さ

せ
て
、
病
児
保
育
室
へ
預
け
、
保
護
者
は

勤
務
後
、
迎
え
に
行
く
「
送
迎
対
応
病
児

保
育
事
業
」
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　
　

年
に
数
回
な
の
だ
か
ら
母
親
が
迎

え
に
行
け
ば
良
い
。
無
理
せ
ず
勤
務
を
休

め
ば
良
い
。
多
様
な
働
き
方
を
認
め
て
く

れ
る
社
会
に
な
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
。

（
市
長
）

改
革
ク
ラ
ブ

富
田
和
也
議
員

市
民
ク
ラ
ブ

髙
坂
純
子
議
員



⑨

小野市議会だより

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

議
案
第
１
号　

平
成
30
年
度
小
野
市

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

　
　
　

歳
出
、
款
２
総
務
費
、
項
１
総
務

管
理
費
、
目
９
地
域
開
発
事
業
費
の
浄
谷

黒
川
多
目
的
運
動
広
場
整
備
事
業
費
の　

２
億
６
，３
５
０
万
円
の
事
業
目
的
と
具

体
的
内
容
に
つ
い
て

　
　
　

歳
出
、
款
９
教
育
費
、
項
１
教
育

総
務
費
、
目
５
教
育
環
境
整
備
費
、
節
13

委
託
料
の
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
策
定

業
務
委
託
料
２
，０
０
０
万
円
の
事
業
目

的
と
具
体
的
内
容
に
つ
い
て

　
　
　

お
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ポ
イ
ン
ト
の
導

入
５
，８
０
０
万
円
の
事
業
目
的
と
具
体

的
内
容
に
つ
い
て

議
案
第
19
号　

小
野
市
都
市
公
園
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
　
　

条
例
制
定
の
背
景
と
そ
の
効
果
に

つ
い
て

　
　
　

大
池
総
合
公
園
の
み
、
運
動
施
設

の
敷
地
面
積
割
合
１
０
０
分
の
60
と
す
る

根
拠
に
つ
い
て

　
　
　

大
多
数
の
市
民
の
代
表
で
あ
る
議

員
が
決
定
さ
れ
た
「
議
員
辞
職
勧
告
決

議
」
す
な
わ
ち
「
議
員
で
あ
る
以
上
は
、

ま
ず
は
説
明
責
任
を
果
た
さ
れ
る
べ
き
」

と
い
う
、
市
民
か
ら
課
せ
ら
れ
た
責
務
が

全
く
果
た
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
そ
の
市

民
か
ら
市
政
全
般
に
お
い
て
負
託
を
受
け

た
市
長
と
し
て
答
弁
す
る
こ
と
は
「
市
民

の
意
思
に
反
す
る
」
こ
と
で
あ
り
、
現
状

に
お
い
て
質
問
等
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
、

「
し
た
く
て
も
で
き
な
い
」
状
況
で
あ
る
こ

と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。　
（
市
長
）

議
案
第
28
号　

小
野
市
新
庁
舎
建

設
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　
　

小
野
市
新
庁
舎
建
設
工
事
請
負
契

約
金
額
の
内
訳
に
つ
い
て

①
本
体
・
庁
舎

②
連
絡
橋

③
倉
庫

　
　
　

市
長
の
答
弁
と
同
様
、
お
答
え
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。　
　
　
（
副
市
長
）

国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
特
定
健
診

の
受
診
率
向
上
に
つ
い
て

　
　
　

健
診
の
受
診
率
の
現
状
と
受
診
啓

発
へ
の
取
組
に
つ
い
て

　
　
　

受
診
率
は
28
年
度
で
33
・
１
％
と

少
し
伸
び
て
い
る
が
、
兵
庫
県
の
平
均
は

34
・
８
％
で
、
県
内
で
は
41
市
町
中
34
位

と
低
い
。
各
種
団
体
へ
の
受
診
勧
奨
や
、

か
か
り
つ
け
医
と
の
連
携
に
よ
る
個
別
健

診
や
簡
易
受
診
で
受
診
率
の
向
上
に
努
め

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

　
　
　

平
成
30
年
度
か
ら
の
国
保
制
度
改

正
に
伴
い
、
保
険
者
努
力
支
援
制
度
が
創

設
さ
れ
、
複
数
の
指
標
に
よ
り
市
町
村
に

交
付
金
が
算
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

小
野
市
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　

特
定
健
診
の
受
診
率
、
糖
尿
病
性

腎
症
重
症
化
予
防
の
実
施
、
後
発
医
薬
品

の
使
用
割
合
等
11
の
指
標
に
よ
り
交
付
金

が
算
定
さ
れ
る
。
特
定
健
診
の
受
診
率
で

得
点
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
受
診
率
60
％

以
上
が
必
要
で
あ
る
が
、
小
野
市
は
得
点

を
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
他
の
指
標
を
含

め
、
得
点
が
獲
得
で
き
る
よ
う
啓
発
に
努

め
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

今
後
の
男
女
共
同
参
画
推
進
に
つ
い
て

　
　
　

小
野
市
の
男
女
共
同
参
画
へ
の
取

組
に
つ
い
て
は
、
他
市
町
か
ら
も
高
い
評

価
を
得
て
い
る
が
、
今
後
は
、
見
え
る
成

果
が
求
め
ら
れ
る
。
市
職
員
に
占
め
る
女

性
管
理
職
の
割
合
と
今
後
の
取
組
、
啓
発

事
業
を
委
託
し
て
い
る
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
と
行
政
と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

現
時
点
で
は
女
性
管
理
職
の
割
合

は
県
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
45
歳
以

下
の
職
員
に
占
め
る
女
性
職
員
の
割
合
は

33
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
徐
々
に
増
加
す

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
ま
で
の
経
験
か
ら
業

務
能
力
も
高
く
、
今
後
と
も
連
携
を
図
っ

て
い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

真
政
ク
ラ
ブ

河
島
信
行
議
員

市
民
ク
ラ
ブ

小
林
千
津
子
議
員



⑩

小野市議会だより

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に
つ
い
て

　
　
　

空
き
家
を
提
供
す
る
側
に
と
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
方
が
ど
の
よ
う
な
使
い
方
を

す
る
か
は
重
要
で
あ
る
。
空
き
家
を
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
場
に
し
た
い
等
、
市
内
に
も

空
き
家
活
用
希
望
の
声
も
あ
る
が
、
希
望

者
が
企
画
書
等
を
作
成
し
空
き
家
を
リ
ク

エ
ス
ト
す
る
よ
う
な
体
制
を
つ
く
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

目
的
が
明
確
な
情
報
に
つ
い
て
は
、

希
望
が
あ
れ
ば
仲
介
業
者
へ
の
情
報
提
供

を
慎
重
に
進
め
て
い
く
。　
　
（
市
当
局
）

採
用
に
係
る
色
覚
検
査
に
つ
い
て

　
　
　

小
野
市
消
防
職
員
採
用
試
験
の
受

験
資
格
に
あ
る
「
色
覚
等
に
支
障
が
な
い

方
」
の
具
体
的
な
基
準
は
。
本
来
受
験
資

格
を
満
た
し
て
い
る
の
に
、
自
身
で
受
験

資
格
が
無
い
と
事
前
に
判
断
し
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
が
当
局
の

考
え
は
。

　
　
　

産
業
医
等
に
よ
る
総
合
的
な
医
学

的
知
見
に
よ
り
、
全
く
色
を
識
別
で
き
な

い
「
１
色
覚
」
の
特
性
が
あ
る
場
合
に
は

採
用
を
見
合
わ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

就
労
可
能
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
総
合

的
に
配
慮
点
な
ど
を
整
理
し
採
用
し
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

情
報
発
信
に
つ
い
て

　
　
　

安
全
安
心
メ
ー
ル
と
並
行
し
て
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用
者
へ
の
情
報
発
信
に

も
取
り
組
む
べ
き
で
は
。
チ
ャ
イ
コ
ム
ね
っ

と
等
の
終
了
に
伴
い
、
多
様
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
た
受
け
取

り
手
が
望
む
情
報
手
段
を
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
　

時
代
の
流
れ
と
共
に
変
化
す
る
情

報
発
信
ツ
ー
ル
を
注
視
し
、
中
で
も
防
災

情
報
は
一
元
化
し
、
今
あ
る
仕
組
み
を
大

き
く
変
え
る
こ
と
な
く
、
そ
の
補
完
と
し

て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
い
く
。　
（
市
長
）

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果

に
つ
い
て

　
　
　

平
成
29
年
４
月
18
日
、
全
国
の
小

学
６
年
生
と
中
学
３
年
生（
９
年
生
）を
対

象
に
、
国
語
と
算
数（
数
学
）の
学
力
調
査

及
び
生
活
・
学
習
状
況
の
調
査
が
実
施
さ

れ
た
。
右
記
冊
子
の
「
学
力
低
下
を
防
ぐ

た
め
に
」
の
項
目
で
、
普
段
の
日
に
テ
レ

ビ
・
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ス
マ
ホ
ゲ
ー

ム
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
し
て
い
る
時

間
が
長
い
ほ
ど
学
力
が
低
下
す
る
と
い
う

相
関
関
係
に
つ
い
て
小
野
市
の
状
況
を
伺

う
。

　
　
　

調
査
結
果
に
よ
る
と
、「
読
書
離

れ
」
の
傾
向
が
あ
り
、【
読
書
が
好
き
で

は
な
い
。】
が
、
小
学
校
で
29
・
８
％
、

中
学
校
で
35
・
６
％
。【
普
段
の
日
に
読

書
を
10
分
以
上
し
な
い
】
が
、
小
学
校
で

は
34
・
９
％
、
中
学
校
で
は
50
・
４
％
で

あ
る
。
読
書
離
れ
へ
の
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。

学
校
・
園
に
お
け
る
教
職
員
の
勤
務

の
状
況
に
つ
い
て

　
　
　

昨
今
、
過
度
の
残
業
が
要
因
で
、

心
身
の
健
康
を
損
な
い
、
過
労
に
よ
る
事

件
・
事
故
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
小
野

市
の
教
職
員
の
超
過
勤
務
に
つ
い
て
、
現

状
分
析
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

公
衆
ト
イ
レ
の
状
況
に
つ
い
て

　
　
　

小
野
地
区
の
自
治
会
長
の
方
々
と

の
意
見
交
換
会
で
話
し
合
わ
れ
た
件
で
、

市
内
の
公
園
の
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
状
況

や
管
理
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

大
多
数
の
市
民
の
代
表
で
あ
る
議

員
が
決
定
さ
れ
た
「
議
員
辞
職
勧
告
決

議
」
す
な
わ
ち
「
議
員
で
あ
る
以
上
は
、

ま
ず
は
説
明
責
任
を
果
た
さ
れ
る
べ
き
」

と
い
う
、
市
民
か
ら
課
せ
ら
れ
た
責
務
が

全
く
果
た
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
そ
の
市

民
か
ら
市
政
全
般
に
お
い
て
負
託
を
受
け

た
市
長
と
し
て
答
弁
す
る
こ
と
は
「
市
民

の
意
思
に
反
す
る
」
こ
と
に
な
り
、
現
状

に
お
い
て
質
問
等
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
、

で
き
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
長
）

民
政
ク
ラ
ブ

平
田
真
実
議
員

真
政
ク
ラ
ブ

椎
屋
邦
隆
議
員



⑪

小野市議会だより

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

平
成
30
年
度
市
長
施
政
方
針
に
つ
い
て

　
　
　
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
活
躍
と
生

涯
現
役
ス
タ
イ
ル
の
創
出
に
つ
い
て

　
　
　

シ
ニ
ア
活
躍
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
65
歳
〜
74
歳
の
約
半
数
が
就
労
さ
れ

て
お
り
、
約
七
割
が
フ
ル
タ
イ
ム
よ
り
も

「
プ
チ
就
労
」
へ
の
意
欲
を
持
っ
て
お
ら

れ
る
。

　

シ
ニ
ア
世
代
の
能
力
と
技
能
を
必
要
と

す
る
活
躍
の
場
が
数
多
く
あ
る
と
考
え
、

高
齢
者
の
活
躍
の
場
を
繋
ぐ
た
め
、
セ
ミ

ナ
ー
等
各
種
事
業
の
実
施
・
情
報
発
信
に

努
め
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

　
　
　
新
た
な
魅
力
を
創
造
す
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
つ
い
て

　
　
　

浄
谷
黒
川
丘
陵
地
の
４
種
公
認
の

陸
上
競
技
場
の
整
備（
野
球
場
や
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
も
検
討
）、
を
は
じ
め
、
長

寿
の
郷
構
想
地
区
で
は
、
医
療
、
福
祉
、

健
康
が
一
体
と
な
っ
た
特
養
を
備
え
た
高

齢
者
福
祉
施
設
が
整
備
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

県
と
の
共
同
に
よ
る
新
産
業
団
地
や
東
播

磨
道
の
整
備
、
イ
オ
ン
北
側
の
「
ソ
ロ

池
」
で
は
、
民
間
に
よ
る
開
発
が
進
め
ら

れ
て
い
る（
飲
食
店
３
店
舗
。
第
１
店
目

は
今
秋
開
業
予
定
）。

　

今
後
も
、
５
年
、
10
年
後
の
飛
躍
し
た

小
野
市
へ
と
積
極
的
に
取
組
を
進
め
る
。

（
市
当
局
）

　
　
　

今
の
事
業
を
着
実
に
推
進
し
つ
つ
、

強
い
て
言
う
な
ら
今
後
は
高
齢
者
施
策
に

ウ
ェ
イ
ト
を
置
い
て
い
く
。　
　
（
市
長
）

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
に
係
る

取
組
に
つ
い
て

　
　
　
糖
尿
病
を
原
因
と
す
る
人
工
透
析

患
者
を
減
ら
す
取
組
に
つ
い
て

　
　
　

レ
セ
プ
ト
分
析
の
結
果
、
約
55
％

の
方
が
生
活
習
慣
病
で
あ
る
２
型
糖
尿
病

に
起
因
す
る
腎
症
で
あ
る
。
糖
尿
病
で
、

「
要
医
療
」
で
受
診
し
て
い
な
い
方
や
治

療
を
中
断
し
て
い
る
方
に
、
医
師
会
・
保

健
師
・
管
理
栄
養
士
が
連
携
し
て
支
援
し

て
い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

入
札
執
行
状
況
に
つ
い
て

　
　
　

平
成
11
年
に
入
札
制
度
改
革
を
行

い
、
公
募
型
指
名
競
争
入
札
の
導
入
、
予

定
価
格
・
入
札
結
果
を
事
後
公
表
、
工
事

成
績
の
開
示
、
指
名
業
者
の
事
前
公
表
を

中
止
す
る
な
ど
15
項
目
に
渡
る
改
革
を

行
っ
た
。
過
去
10
年
、
市
内
業
者
の
工
事

入
札
件
数
に
対
す
る
受
注
割
合
は
平
均
で

87
％
、
受
注
機
会
を
充
分
に
提
供
し
、
健

全
な
入
札
、
市
内
業
者
の
育
成
に
も
繋

が
っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

有
害
鳥
獣
侵
入
防
護
柵
設
置
に
係

る
要
望
に
つ
い
て

　
　
　
要
望
件
数
、
要
望
の
総
延
長
距
離
、

被
害
状
況
、
イ
ノ
シ
シ
の
生
存
状
況
、
防

護
柵
の
効
果
、
国
の
補
助
交
付
決
定
前
の

事
前
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

新
規
要
望
件
数
は
22
件
、
全
長
２

８
，８
６
０
ｍ
、
市
全
域
に
生
存
し
て
い

る
。
平
成
25
年
か
ら
防
護
柵
設
置
を
行
い
、

当
初
の
被
害
額
は
約
８
６
０
万
円
、
現
在

は
１
８
０
万
円
か
ら
３
０
０
万
円
の
間
で

推
移
し
て
お
り
一
定
の
効
果
は
あ
る
。
30

年
度
か
ら
は
兵
庫
県
も
広
域
的
に
捕
獲
・

駆
除
に
取
り
組
み
、
小
野
市
で
も
予
算
を

増
額
し
て
対
応
し
て
い
く
。　
（
市
当
局
）

人
工
知
能
の
活
用
に
つ
い
て

　
　
　

既
に
国
で
は
野
村
総
研
等
と
共
同

で
人
工
知
能
活
用
の
可
能
性
の
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
小
野
市
で
も
事
務
効
率

向
上
の
手
段
と
し
て
人
工
知
能
の
活
用
検

討
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
み
な
と
銀
行

の
地
域
貢
献
寄
付
型
フ
ァ
ン
ド
の
企
業
参

加
に
よ
り
、
小
野
市
に
人
工
知
能
搭
載
の

人
型
ロ
ボ
ッ
ト
「
ペ
ッ
パ
ー
」
が
寄
贈
さ

れ
た
。
市
内
小
中
学
校
に
順
次
ペ
ッ
パ
ー

を
巡
回
さ
せ
、
児
童
・
生
徒
が
人
工
知
能

を
体
感
で
き
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
い
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
思
考
の
習
得
へ
繋
げ
て

い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

市
民
ク
ラ
ブ

岡
嶋
正
昭
議
員

市
民
ク
ラ
ブ

前
田
光
教
議
員
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答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁
質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　
　
　

空
き
家
の
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　

平
成
23
年
度
に
実
施
し
た
実
態
調

査
で
は
、
６
４
０
件
あ
り
、
危
険
な
空
き

家
は
66
件
あ
っ
た
。
平
成
28
年
度
か
ら
新

た
に
３
３
４
件
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
推

移
を
注
視
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
条
例
に
基
づ
く
指
導
助
言
を
、

地
元
自
治
会
と
連
携
し
て
行
な
う
と
と
も

に
、
官
民
協
働
の
空
き
家
見
守
り
サ
ー
ビ

ス
等
に
よ
り
、
所
有
者
の
気
づ
き
や
意
識

改
革
を
促
す
。　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

　
　
　

ご
み
の
搬
入
量
の
推
移
と
減
量
化

の
取
組
を
問
う
。

　
　
　

平
成
28
年
度
の
搬
入
量
は
約
１

３
，７
０
０
ト
ン
と
な
っ
て
お
り
、
対
前

年
度
１
・
２
％
の
減
少
、
10
年
前
比
較
で

17
・
３
％
減
少
し
て
い
る
。

　

今
後
も
各
自
治
会
を
は
じ
め
、
教
育
機

関
、
保
育
所
等
へ
の
出
前
講
座
を
実
施
し

な
が
ら
、
市
民
の
方
に
高
い
意
識
を
持
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
努
め
る
。　
（
市
当
局
）

学
校
に
お
け
る
心
肺
蘇
生
教
育
に

つ
い
て

　
　
　

学
習
指
導
要
領
に
よ
る
学
校
に
お

け
る
心
肺
蘇
生
教
育
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　

市
内
中
学
校
で
は
学
習
指
導
要
領

に
よ
る
「
応
急
手
当
」
の
実
践
と
し
て
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
む
心
肺
蘇
生
法
を
取
り
上
げ
、

実
習
を
通
し
て
理
解
が
深
ま
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
る
。
小
学
校
で
は
「
け
が
の
手

当
て
」
と
し
て
の
心
肺
蘇
生
教
育
は
し
て

い
な
い
が
、
小
野
東
小
学
校
で
は
授
業
参

観
に
合
わ
せ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
催
し
、
６
年

生
と
保
護
者
を
対
象
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
等
を
含
め
た
心
肺
蘇
生
講
習
会
を
実
施

し
て
い
る
。

　

今
後
、
市
内
全
小
学
校
で
、
心
肺
蘇
生

講
習
会
等
が
高
学
年
を
対
象
と
し
て
行
わ

れ
る
よ
う
、
校
長
会
で
指
導
し
て
い
き
た

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

買
い
物
弱
者
支
援
と
移
動
販
売
車

に
つ
い
て

　
　
　

市
場
地
区
の
移
動
販
売
車
の
状
況

と
、
今
後
、
他
の
地
区
に
事
業
を
拡
大
す

る
考
え
は
な
い
か
問
う
。

　
　
　

事
業
は
好
調
に
推
移
し
て
お
り
、

地
域
住
民
の
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
。

事
業
拡
大
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
熱
意
と

地
域
づ
く
り
協
議
会
の
取
組
が
必
要
で
あ

り
、
積
極
的
に
拡
大
し
て
い
く
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

三
木
市
の
医
療
セ
ン
タ
ー
直
通
バ
ス

に
つ
い
て

　
　
　

三
木
市
の
医
療
セ
ン
タ
ー
直
通
バ

ス
は
小
野
市
域
も
走
っ
て
い
る
が
、
小
野

市
民
も
乗
車
で
き
な
い
か
問
う
。

　
　
　

こ
の
バ
ス
は
、
三
木
市
の
単
独
補

助
で
運
行
さ
れ
て
お
り
、
小
野
市
域
で
バ

ス
を
利
用
す
る
と
運
行
費
用
の
負
担
問
題

が
起
き
る
。
三
木
市
に
バ
ス
利
用
を
要
望

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
（
市
当
局
）

福
祉
給
付
制
度
適
正
化
条
例
の
実

施
状
況
に
つ
い
て

　
　
　

本
条
例
が
施
行
さ
れ
て
５
年
に
な

る
が
、
今
年
度
の
実
施
状
況
と
５
年
間
の

実
績
を
尋
ね
る
。

　
　
　

条
例
施
行
後
の
市
民
か
ら
の
通
報

は
、
生
活
困
窮
が
12
件（
今
年
度
３
件
）で
、

３
件（
同
１
件
）が
生
活
保
護
受
給
に
つ
な

が
っ
た
。
不
正
受
給
は
22
件（
同
５
件
）、

不
適
切
な
費
消
は
７
件（
同
１
件
）、
対
象

外
の
も
の
23
件（
同
５
件
）だ
っ
た
。

（
市
当
局
）

　
　
　

私
は
本
条
例
に
基
本
的
に
反
対
だ

が
、
通
報
で
生
活
保
護
に
つ
な
が
っ
た
こ

と
は
評
価
す
る
。
こ
の
条
例
は
人
権
尊
重

と
弱
者
救
済
を
基
本
と
す
る
よ
う
改
正
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

本
条
例
は
本
当
の
意
味
で
の
弱
者

対
策
と
し
て
「
無
関
心
か
ら
関
心
へ
」

「
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
」
し

た
も
の
で
あ
り
改
正
は
し
な
い
。（

市
長
）

公　

明　

党

竹

内　

修
議
員

藤

原　

章
議
員

（
日
本
共
産
党
）
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市
民
福
祉
部

会

計

課

消

防

本

部

地
域
振
興
部

◎
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
は
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
総
合
的

か
つ
計
画
的
な
推
進
及
び
当
該
施
策

の
実
施
状
況
を
調
査
審
議
す
る
た
め

設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

同
会
議
の
委
員
で
あ
っ
た
兵
庫
県

加
東
健
康
福
祉
事
務
所
職
員
の
参
加

を
平
成
29
年
度
か
ら
辞
退
さ
れ
て
い

る
が
、
関
係
機
関
等
か
ら
広
く
知
見

等
を
得
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
委
員
の
補
充
を
検
討
さ
れ
た

い
。

◎
平
成
30
年
度
か
ら
新
た
に
実
施
さ
れ

る
道
路
区
画
線
等
安
全
対
策
事
業
に

つ
い
て
は
、
市
民
生
活
に
密
着
し
た

市
道
を
中
心
に
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、

道
路
区
画
線（
白
線
）の
引
き
直
し
が

必
要
な
箇
所
の
洗
い
出
し
を
行
っ
た

後
、
道
路
区
画
線
の
整
備
を
行
う
と

の
こ
と
で
あ
る
。

　

安
全
対
策
上
、
有
意
義
な
取
組
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
次
年
度
以
降
も
継

続
的
に
十
分
な
予
算
確
保
に
努
め
ら

れ
た
い
。

◎
公
金
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
平

成
25
年
度
か
ら
全
庁
的
に
安
全
確
実

な
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
さ
れ
、
伝

票
処
理
に
関
し
て
は
金
額
や
債
権
者

誤
り
等
の
重
大
な
誤
り
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
軽
微
な
案
件
も
減
少
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
公
務
に
対

す
る
信
頼
の
確
保
の
観
点
か
ら
も
、

引
き
続
き
適
正
管
理
に
努
め
ら
れ
た

い
。

◎
超
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
緊
急

車
両
の
出
場
件
数
・
搬
送
人
員
と
も

に
増
加
し
て
い
る
。
緊
急
車
両
が
現

場
へ
効
率
よ
く
迅
速
に
到
着
し
、
円

滑
な
救
命
・
救
助
活
動
が
で
き
る
よ

う
に
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

を
は
じ
め
と
し
た
機
器
材
の
更
新
を

適
切
に
実
施
さ
れ
た
い
。

議案第１号　平成30年度小野市一般会計予算
議案第２号　平成30年度小野市国民健康保険特別会計予算
議案第３号　平成30年度小野市介護保険特別会計予算
議案第４号　平成30年度小野市後期高齢者医療特別会計予算
議案第５号　平成30年度小野市都市開発事業会計予算
議案第６号　平成30年度小野市水道事業会計予算
議案第７号　平成30年度小野市下水道事業会計予算

　平成30年度の小野市予算が３月定例会に提出されました。これを受け議会は、全議員が委員と
なる予算特別委員会を設置して、３月13日、14日及び22日の３日間、担当部局ごとに予算審査を
実施しました。
　新年度予算編成にあたって掲げられた“NEXT おの”創生 ３rd Trial～　次世代へつなぐ新た
なまちづくり～にどう取り組むのか、そして厳しい財政状況が続いている中で市政をどのように
運営するのかなど、委員から多くの意見が出されました。
　予算特別委員会が各部局へ要望した意見は下記のとおりです。

予算特別委員会意見予算特別委員会意見予算特別委員会意見予算特別委員会意見予算特別委員会意見
予算総額 368億円

①将来を担う子どもを産み育てる環境の充実
②アクティブシニアの活躍と生涯現役スタイルの創出
③安全・安心で暮らしやすいまちの追求
④新たな魅力を創出するまちづくりの推進

付
託
議
案（
７
件
）

平成30年度 予算重点項目
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議 員 名
河 島 三 奈
河 島 三 奈
久 後 淳 司
小林千津子
髙 坂 純 子
前 田 光 教
岡 嶋 正 昭
竹 内 　 修
山 中 修 己
川 名 善 三
河 島 信 行
椎 屋 邦 隆
前 田 光 教
富 田 和 也
岡 嶋 正 昭
川 名 善 三
山 本 悟 朗
加 島 　 淳
髙 坂 純 子
河 島 三 奈
山 本 悟 朗
平 田 真 実
富 田 和 也
河 島 三 奈
加 島 　 淳
山 本 悟 朗
平 田 真 実
久 後 淳 司
小林千津子
前 田 光 教
河 島 三 奈
岡 嶋 正 昭
竹 内 　 修
山 中 修 己
川 名 善 三

山 本 悟 朗

派 遣 日
７月５日
７月19日

７月20日～
21日

８月８日
10月31日

11月15日～
16日

12月12日

１月17日～
19日

１月25日～
26日

３月17日～
18日

派 遣 内 容
廃棄物適正処理推進大会
予算審議に向けた決算議会のポイント等

議会評価システムについて

介護と医療の連携強化について

効果的な予算・決算審議、議員が守るべき政治倫理とは
議員・議会活動の基本を学ぶ

全国市議会議長会研究フォーラム in 姫路

議会改革　─議会基本条例10年─

シンポジウム　自動運転が創るこれからのモビリティ

観光農業公園交流体験事業

ふるさと納税、かかしの里パークゴルフについて

地域医療を守る条例と条例に関する市民協働事業について

もやいネットセンター推進事業について

医療費適正化に向けた取組について

シンポジウム　自動運転が変える京都のまちと暮らし

派 遣 先
神戸市

東京都豊島区

埼玉県所沢市

東京都北区

京都市
京都市

姫路市

京都市

鹿児島市

宮崎県都城市

宮崎県延岡市

山口県周南市

広島県呉市

京都市

報告会の開催

９月29日

１月16日

３月22日

№
1
2

3

4
5

6

7

8

9

10

小野市議会では、平成29年４月から県内で初めて政務活動費を廃止しました。
行政視察などは「議会調査研究活動」として議会の承認を得て実施し、視察後は「議会調査研究活動報
告会」において、行政視察や研修で得た情報を全議員で情報共有しています。また、他市の先進事例を
視察した場合には、市職員も交え議論するなど、施策に反映できる仕組みにしています。

平成29年度
実 績議会調査研究活動を実施しています議会調査研究活動を実施しています

平成29年度　小野市議会　議会調査研究活動一覧表
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LIVE
（議会中継）

ライブラリ
（録画配信）

【２月】
４日　連合ＰＴＡ実践発表会
６日　議員研修会
　〃 　小野地区自治会長との意見交換会
７日　全国市議会議長会基地協議会（東京）
８日　兵庫県市議会議長会総会（神戸市）
10日　スポーツ賞表彰式
13日　行政視察来市（福岡県豊前市）
14日　議員研修会
　〃 　議員協議会
15日　北播衛生事務組合議会（加東市）
16日　北播磨こども発達支援センター事務組合議会（加東市）
　〃 　北播磨総合医療センター企業団議会
18日　少年剣道教室柳心館創立45周年記念大会
　〃 　女性フェスティバル
19日　議会運営委員会
　〃 　市議会報編集委員会
21日　エイジ・ルネサンス・パーティ2018
　〃 　小野市環境審議会
22日　北播政経懇話会（加東市）
　〃 　小野加東広域事務組合議会
26日　３月定例会（第１日）
　〃 　民生地域常任委員会
27日　小野加東加西環境施設事務組合議会
【３月】
４日　おの陣屋大茶会
８日　３月定例会（第２日）
　〃 　議会運営委員会
　〃 　総務文教常任委員会
９日　中学校卒業式
12日　３月定例会（第３日）
　〃 　総務文教・民生地域常任委員会
13日　予算特別委員会（第１日）
14日　予算特別委員会（第２日）

16日　特別支援学校卒業式
　〃 　小野商工会議所通常議員総会
　〃 　新殖産品認定式、永寿企業並びに優良従業員表彰式
19日　幼稚園卒園式
20日　小学校卒業式
22日　予算特別委員会（第３日）
　〃 　議員協議会
　〃 　議会調査研究活動報告会
23日　総務文教・民生地域常任委員会
26日　議会運営委員会
　〃 　３月定例会（第４日）
　〃 　小野ライオンズクラブ結成55周年記念式典
　〃 　姉妹都市親善訪問団受け入れ事業歓迎会
29日　新学校給食センター竣工式・内覧会・試食会
30日　北播政経懇話会（西脇市）
【４月】
８日　小野市消防大会・北分署開署式
９日　特別支援学校入学式
　〃 　中学校入学式
10日　小学校入学式
11日　幼稚園入園式
12日　東播・淡路市議会議長会定例会（小野市）
13日　行政視察来市（京都府亀岡市）
16日～18日　議員派遣による行政視察（輪島市）
17日　小野市老人クラブ連合会総会
18日　小野匠工業会総会
　〃 　行政視察来市（篠山市）
19日　市議会報編集委員会・議会運営委員会
20日　近畿市議会議長会定期総会（京都市）
22日　青少年補導委員会総会
24日　新庁舎起工式
25日　議会運営委員会
　〃 　市議会報編集委員会
　〃 　連合区長会総会
26日　兵庫県市議会議長会総会（西脇市）
28日　小野市垂井南土地区画整理組合総会

◎議会の動き◎◎議会の動き◎◎議会の動き◎

議会の傍聴にお越しください

一般質問では、市長から提出された議案や、
市政全般について議員が質問し、市長や部
長等が答弁します。

●５月臨時会 ●

5月9日（水）午前10時～

●６月定例会 ●

5月29日（火）午前10時～　
　本会議（第1日）

6月19日（火）午前10時～　
　本会議（第2日）　※一般質問実施

6月20日（水）午前10時～　
　本会議（第3日）　※一般質問実施

6月26日（火）午後1時30分～　
　本会議（第4日）

《お申し込み先》　議会事務局　
TEL.63－1006（直通）FAX.63－4108
E-mail :gikai@city.ono.hyogo.jp

《「託児コーナー」を開設》
　一般質問が行われる6月19日（火）、20日（水）は、「託児コー
ナー」を開設します。傍聴の際には、１歳から就学前のお子さ
まをお預かりします。希望される方は、6月11日（月）までに
議会事務局にお申し込みください。（費用負担はありません）

《QRコードで議会中継へ簡単にアクセス！》
　小野市議会では、YouTubeで議会中継、録画配信を行って
います。スマートフォンやタブレット端末で下記ＱＲコード
を読み取り、YouTubeにアクセスしてください。

《「手話通訳」・「要約筆記」を導入》
　本会議を傍聴される際に「手話通訳」・「要約筆
記」を利用することができます。希望される方は、
希望される定例会開催日の８日前までに議会事務局
にお申し込みください。（費用負担はありません）

《傍聴者の休憩室を開設します》
　一般質問が行われる19日（火）と20日（水）の２日間は、休憩
室を開設しています。セルフサービスのお茶も用意しています。
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